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一般社団法人 日本医療機器学会 

2024 年度第 4 回理事会議事録 

 

日 時：2025年 3月 28日（金）15:00～17:00 

場 所：医科器械会館 2階 セミナーホール（東京都文京区本郷 3-39-15） 

 (会場+webの併用開催) 

出席者：高階 雅紀理事長、林 正晃副理事長、 

 青木 郁香、東 竜一郎、市橋 友子、臼杵 尚志、江島 豊、加藤 伸彦、川本 武、 

久保田 英雄、小西 賢三、中島 章夫、中野 壮陛、長瀬 清、根本 裕司、深柄 和彦、

松原 一郎、南 正人、美代 賢吾、根木 潤、安原 洋、の各理事 

新 秀直、本田 宏志の両監事  

欠席者：植竹 茂、住谷 昌彦、福田 修一、山浦 健 

事務局：岩田  誠、池野谷 崇臣、桑原  祐子、寺嶋  秀之 

 

冒頭、理事長が慣例に従い、議長として開会(会場・Web併用会議)を宣した。 

 

１． 開会宣言および前回議事録の確認、議事録署名人の指名 

1)  定足数と出席理事の確認 : 定款第 36条により理事 25名の内過半数の 21名が出席、 

本理事会は有効に成立する旨の報告がなされた。 

2) 本会の議事録署名人は定款第 37条により理事長及び本日出席の新監事、本田監事である

旨の報告があり、出席者全員異議なくこれを承認した。 

3) 2024年第 3回(2024年 12月 16日開催)議事録の内容確認があり、出席者全員により確認

された。 

２． 委員会報告等            

1) 総務委員会（林委員長） 

(1) 2024年度事業報告と 2025年度事業計画 

同委員会の事業報告と事業計画が資料に基づき説明され、出席者一同これを承認した。 

(2) 会員数の推移（入会者の承認・退会者の確認） 

会員数の推移について報告があり、本日現在の会員数は、名誉会員 9名、功労会員 1名、

正会員 5,912 名、企業会員 282 社。前年同期比で名誉会員が 1 名増加、功労会員 0 名、

正会員が 77名減少、企業会員が 6名減少した旨の報告があり、出席者はこれを確認した。 

(3) 企業会員・個人正会員の入会について（推薦者なし、個別承認分） 

推薦無しの新規個人正会員 3 名の入会依頼があり、審議の結果、出席者全員入会につい

て異議なく承認した。 

(4) 協賛・後援・共催依頼実績  

資料に基づき、協賛依頼 3 件、後援依頼 4 件、と共催依頼無しと報告され、出席者はこ

れを追認した。 

(5) 褒賞制度：2024年度「功績賞」について 

今年度の功績賞は推薦・申請共に無しの報告があり、出席者はこれを承認した。 
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2） 将来構想委員会（深柄委員長） 

同委員会の事業報告と事業計画が資料に基づき説明され、出席者一同これを承認した。 

3） 編集委員会（住谷委員長代理、事務局） 

（1） 同委員会の事業報告と事業計画が資料に基づき説明され、出席者一同はこれを承認した。 

（2） 褒賞制度:2024年度「論文賞・著述賞」の選出の件 

編集委員会より論文賞及び著述賞は選考の結果、以下候補が推薦され、議長より諮った

ところ異議なく承認された。 

(論文賞)  : 1件 

著書 :  畑中 由佳、鈴木 郁斗、内藤 尚、北島 信治、酒井 宣彦、岩田 恭宜 

     小川 充洋、田中 志信 

表題 : 「近赤外 LED」を光源とした簡易光学式透析排液尿素モニタシステムの開発 

     －FT – IR分光器による透析排液尿素濃度測定に基礎的検討－」 

(著述賞)  : 2件 

著者 : 植村 康一 

表題 : 「バーコード / RFIDの活用と医療 DX」 

著者 : 中島 章夫 

表題 : 「最新臨床工学講座 生体計測装置学」 

（3） 医療機器学投稿状況に対して、資料に基づき 2024年度は前年度に比べ投稿数も少なかっ 

た旨の報告がなされた。 

（4） 著作権管理委託著作物リスト（AI 利用）更新について、「一般社団法人学術著作権協会」

よる AI 利用に関する権利委託に関し、AI 利用に関する権利管理について今後取り入れる

ことを確認し出席者一同これを承認した。 

4） 学術委員会（安原委員長） 

・2025年度研究・開発助成制度募集結果と審査結果について 

 2025年度研究・開発助成制度の募集が無かった旨の報告がなされた。 

・褒賞制度 : 2024 年度 「技術賞・技術奨励賞」について (事務局) 

  推薦・申請共に無し。 

(1) 安全対策委員会（南委員長） 

同委員会の事業報告と事業計画が資料に基づき説明され、出席者一同これを承認 

した。 

(2) クリニカルエンジニアリング委員会（廣瀬委員長代理 中島委員） 

同委員会の事業報告と事業計画が資料に基づき説明され、出席者一同これを承認 

した。 

【臨床 ME 専門認定士合同認定委員会】（廣瀬委員長代理 中島委員） 

2024 年度臨床 ME 専門認定士（新規・更新）認定の件 

 資料に基づき、2024 年度の臨床 ME 専門認定士新規申請者 39 名、更新申請者 

 137 名の合計 176 名が承認された。 

(3) 機器と感染カンファレンス委員会（長瀬委員長） 
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  同委員会の事業報告と事業計画が資料に基づき説明され、出席者一同これを承認 

した。 

(4) 病院サプライ研究会（久保田委員長） 

同委員会の事業報告と事業計画が資料に基づき説明され、出席者一同これを承認 

した。2025 年度ではトレーサビリティ白書第 2 版に向けた調査を実施する旨の報告 

がなされた。また今後の委員会活動を実施するにあたり委員 3名「大出 めぐみ(大 

阪大学医学部附属病院材料部)、染川 恵佳（そめかわ あやか）(小西医療器㈱、西 

島 歩(西荒井病院手術部)」を委員として追加したい旨の報告があり、出席者一同こ 

れを承認した。 

5)   滅菌技士認定委員会（高階委員長） 

         同委員会の事業報告と事業計画が資料に基づき説明され、出席者一同これを承認した。 

6)  広報委員会（久保田委員長） 

同委員会の事業報告と事業計画が資料に基づき説明され、出席者一同これを承認した。 

7) 国際委員会（青木委員長） 

(1) 同委員会の事業報告と事業計画が資料に基づき説明され、出席者一同これを承認した。 

(2)  AAMI exchange 2025(2025年 6月 20日～23日、ルイジアナ州ニューオリンズにて開

催)について参加予定はしているものの教育セッションの概要連絡が未だ AAMI より届

いていなく今後の委員会活動方針やAAMI参加や関係性について再検討することの報告

がなされ一同これを承認した。 

(3) 2025年度 AAMIメンバーシップの希望（新規登録・脱退）・推薦がある場合は、4月第 2

週中に事務局に連絡するよう委員長より要請があり、出席者一同これを承認した。同

希望・推薦に基づき、次回理事会で 2025 年度 AAMI メンバーシップについて審議する

こととした。 

［ISO/TC198国内対策委員会］（東委員長） 

同委員会の事業報告と事業計画が資料に基づき説明され、出席者一同これを承認した。

2024年度までは国際委員会費に同委員会が包含されていたが、近年の JIS化状況を踏

まえ 2025年度からは別建て表記の委員会とした旨の報告が議長より補足された。 

8) 医療機器 UDI標準化委員会（酒井委員長代理 美代委員） 

同委員会の事業報告と事業計画が資料に基づき説明され、出席者一同これを承認した。 

9)  MDIC認定委員会（臼杵委員長） 

(1) 同委員会の事業報告と事業計画が資料に基づき説明され、出席者はこれを承認した。 

(2) MDIC育成指導者規約改定について 

MDICの育成指導者認定規約第 3条の一部文章見直しについて報告がなされ、出席者一

同これを承認した。 

10) 事業体部会（松原部会長） 

(1) 同委員会の事業報告と事業計画が資料に基づき説明され、出席者一同これを承認した。 

(2) 第 100回大会併設展示会準備状況等について 

展示は現状で 53社(144小間)の申し込みがあること、公開セミナーも引き続き実施予

定であり、また、第 100回大会にあたって大会長とも特別企画の実施を検討している
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旨の報告がなされた。 

(3) 受託展示の実績推移報告について 

受託展示は本年度 1件の実績、次年度も 1件を見込んでいる旨の報告がなされた。 

11) 関係団体 

(1) （一財）日本医科器械資料保存協会（事務局） 

特に無し 

(2) 日本医学会（高階理事長） 

① 評議員  （担当 高階理事長） 

② 連絡委員 （担当 南理事） 

③ 用語委員 （担当 深柄理事） 

④ 用語代委員（担当 住谷理事） 

特に無し 

(3) (公社)日本臨床検査標準協議会 副会長（矢冨理事） 

特に無し 

(4) (公財)医療機器センター  理事（高階理事長） 

特に無し 

12) 財務委員会（福田委員長代理、事務局） 

(1) 同委員会の事業報告と事業計画が資料に基づき説明があり、出席者一同これを承認し

た。 

(2) 2024年度決算見込みについては、前年比で減収・減益を見込む旨報告がなされた。 

(3) 2025 年度予算案については、収入について前年予算比 13 百万円増加の 219 百万円、

予備費として 6.5百万円見込んでいる旨報告がなされ出席者一同これを承認した。 

議論の中で滅菌技士認定制度における WFHSS渡航費用の予算額の中身が明確化されて 

いないとの指摘から、理事会で再度海外渡航費補助規程を確認し、当該規程が本学会 

全ての海外渡航をカバーする規程であることが再確認され、討議の結果、2025年度損 

益予算内訳書（案）の事業費内の記載を修正、摘要欄に細目を追記することで出席者 

一同これを確認した。 

13) 利益相反委員会（安原委員長） 

同委員会の事業報告と事業計画が資料に基づき説明され、出席者一同これを承認し 

た。 

14) 倫理委員会（山浦委員長、代理事務局） 

同委員会の事業報告と事業計画が資料に基づき説明され、出席者一同これを承認し 

た。 

15) 滅菌管理業務検討委員会（深柄委員長） 

同委員会の事業報告と事業計画が資料に基づき説明され、出席者一同これを承認し 

た。 

16) 100周年記念事業実行委員会（安原委員長） 

同委員会の事業報告が報告され、出席者一同これを追認した。 

17) 医療機器学(仮称)出版準備 WG（高階委員） 
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同委員会の事業報告と事業計画が資料に基づき説明され、出席者一同これを承認した。 

なお、同出版物の名称（仮称）が本会学会誌と同じであることから、学会誌の別冊と 

しての位置付けとするか、もしくは別の名称とするか引き続き検討することを出席者 

一同確認した。 

３.   役員選挙結果（選挙管理委員会 林委員長） 

   2025・2026年度役員選挙 選挙管理委員会(第 2回)議事録より、S系理事選挙の開 

票と結果については、以下の通り報告がなされた。 

     投票総数 118 通(有権者数 139名、投票率 85%) 

     当選人(五十音順) 

     臼杵 尚志、江島 豊、加藤 伸彦、久保田 英雄、住谷 昌彦、高階 雅紀、 

中島 章夫、深柄 和彦、南 正人、安原 洋 

(S系推薦理事 3名、役員選任細則第 2条(2)に基づく) 

市橋 友子、長瀬 清、美代 賢吾 

(C系選挙理事 11名) 

青木 郁香、東 竜一郎、植竹 茂、島田 正司、中野 壮陛、根本 裕司、 

林 正晃、本田 宏志、松原 一郎、村中 亮太、根木 潤 

(C系推薦理事 1名、役員選任細則第 2条(2)に基づく) 

斎藤 浩一 

(監事 2名) 

新 秀直、青木 健雄 

４.  第 100回大会及び今後の学会大会開催予定 

1) 第 100回大会（2025 年 6月 12日～6月 14日：パシフィコ横浜）(加藤大会長・事務局) 

(1) プログラム準備状況等 

学会会期中(6 月 12日～6月 14日 : パシフィコ横浜)のプログラム概略について説明

があり、一般演題については 125題を確保した旨の報告がなされた。 

(2) 大会収支予算 

学術集会での参加人数を、第 100回大会参加人数 2700名を基礎に算出し、ランチョン

セミナーは本日現在 7 社参加予定となっている。支出についてオンデマンド配信費用

見直し等を行い学術集会の収支は 0.8百万円を見込む。展示については、61社 168小

間の参加予定で収支は 7.5百万円を見込み、学術・展示合わせて 8.3百万円程度の黒

字を見込んでいる旨報告がなされ、出席者一同これを承認した。 

2) 第 101回大会（本田大会長）（2026年 6月 4日～6月 6日：幕張メッセ） 

大会テーマを「医療機器学サイコウ」とし、大会プログラム委員長は中島 章夫理事 

を選任し、サブテーマを「医療機器の多様性拡大に向けた課題と展望」とし準備を進 

めている旨の報告がなされた。 

3) 第 102回大会（：パシフィコ横浜） 

1. 大会長選出の件（承認） 

第 102回大会の大会長に中島 章夫理事が立候補され、参加者一同これを承認した。 

５.  その他 (事務局) 
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1. 第 99回大会の登録者(学術)・来場者(展示)職種別内訳について(報告) 

前回理事会での質疑に基づき、事務局より、学術集会について登録者総計の内訳が報告

された(約 42%がメーカー・商社・ディーラー、約 21%が看護師、約 12%が医療関連サー

ビス事業者、約 10%が臨床工学技士、その他約 15%)（展示来場者についての職種別内訳

は展示出展案内に掲載済み） 

６. 閉会宣言（理事長） 

その他の議題や質疑応答等がないことを確認し、議長が 17時 35分閉会宣言をした。 

 

以上 

 

       (議事録署名人) 

      上記議事の経過の要領及びその結果を明確にするため本議事録を作成し、理事長 

及び出席監事 2 名がこれに署名する。 

 

 

2025 年 3 月 28 日 

 

 

     議事録署名人 

     (高階 雅紀理事長) 

 

 

 

      議事録署名人 

     (新 秀直監事) 

 

 

 

     (本田 宏志監事) 


